
○ＰＴＡ、同窓会等とも協力して、地域
活動へ積極的に参加し、地域から期待さ
れる学校づくりを進める。

○生徒の活躍やＰＴＡの活動を随時ＨＰに掲載で
きてきた。
○校外での活動（地域連携）充実も進んできた。
※外部連携（教職員80.6％）」
※ＨＰ更新（保護者70.4％、教職員64.7％）」

〇学校ホームページの充実（学校行事・ＰＴＡ活動
など生徒や保護者の姿が見えるＨＰづくり）
〇部活動等による地域貢献の展開

〇学校の情報を速やかに学校ＨＰに掲載し、情報発信を展
開する。
〇上道小学校と吹奏楽部との交流、理科実験を上道公民館
こども会で実践など地域の要望に応える学校作りを推進す
る。

○学校ＨＰ更新は昨年度より進んだことにより学
校行事、講演会などの情報が広く行き渡ったが、
一方では部活大会結果の情報が少ないことも課
題。
〇学校祭バザー、広報誌活動などＰＴＡの主体的
活動が良かった。

評価基準　Ａ：十分達成〔90％以上〕　　Ｂ：概ね達成〔80%程度〕　　Ｃ：変化の兆し〔60%程度〕　　Ｄ：まだ不十分〔50%程度〕　　Ｅ：目標・方策の見直し〔40%以下〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※数値は「生徒・保護者・教職員アンケート」結果の「良かった」等の割合）

○スクールプロジェクトは１０周年を迎え、文部科学大
臣表彰を受賞した。今後も地元小学生に呼びかけ、地域
で児童生徒を育てる実践を重ねたい。
○小中学生との交流・学習指導が境高生自身に良い影響
を与えている。
○島根大学等への大学訪問は大きな刺激となって進路意
識・学習意欲の向上につながった。
※「スクールプロジェクト、中一・中三学習会（生徒
81.2％、教職員88.6％）」
※「大学等連携（大学訪問・出前授業等）（生徒
93.3％、教職員88.6％）」
※「英語多読（生徒71.4％）」

〇高大連携（大学・専門学校訪問など）や高産連携
（企業訪問など）の展開
〇小高連携（スクールプロジェクトなど）や中高連
携（中学１年生学習会・中学３年生学習会）の充実
〇スクラム教育等異校種間の教職員連携の充実

〇異校種間連携では、異校種の児童・生徒・学生等と関わ
ることにより、高校生にとって自分を見直す良い機会と
なっているので、引き続き推進する。
〇スクラム教育等の完成年度でもあり、内容については充
実・深化を図るが、スクラム教育等校内独自の取組も推進
する。

〇国際交流も含めた異校種間連携ではこれまでの
学習成果を発揮することができた。
〇スクールプロジェクトに参加した小学生たちの
充実感は例年通り高い。小学生に接し、指導する
ことにより高校生も充実感を持てた。

〇企業訪問、大学訪問等をとおして進路意識を高
めたい。
〇教室・学校の中にとどまる教育活動から抜けだ
し、生徒には多様な機会を捉えて視野を広げる場
面をつくることが重要。

○学校ＨＰは各部で、活動の様子や部員数など、
更新できるところから随時更新する。
〇今後、ＰＴＡでは教育懇談会（10月14日）、人
権研修会（12月9日・手話）、学校周辺清掃活動
（12月3日）など実施予定。

Ａ

○模試結果を組織的に分析・考察し、弱点となっ
ているところの克服を図る。
〇日頃から自主学習の大切さを説き、週明けテス
トの意義を理解させたり朝講習・放課後講習等学
習環境を整えたりすることが必要。
〇次の模試への取組方などモチベーションを高め
る工夫を進める。

３．部活動などの教育
　　活動の振興

○個々の能力や適性を発揮し、多くの部
活動が全国大会等で活躍することで、学
校の活力を高める。

○全国大会出場者は70人。（ハンドボール ヨット
陸上 吹奏楽 写真 将棋）
※「部活動充実（生徒92.5％、保護者92.4％、教
職員88.9％）」

〇全国大会出場者１００名以上
〇部活動充実による学校活力の向上

〇主幹教諭等を中心とした部活動と学習活動の両立を図
り、部活動だけに偏るような生徒については意識変容を図
る。
〇施設・設備等の充実を推進し、部活動にしっかり取り組
める教育環境を整える。

〇硬式野球部の甲子園出場などにより学校が活性
化。10月13日現在、全国大会出場者数は９２名に
達した。
○防護ネットなど危険防止のための設備が十分で
ないため、部活動が安心してできていない箇所も
見られる。

〇部活動と学習の両立ができるような組織的な指
導が必要。主幹教諭を中心とした組織的取組を推
進。
〇定期考査直前は部活によっては独自に学習会も
設定し取り組んできたが、内容について工夫・改
善する。

○小・中・高・大の連携により、人的交
流や授業連携・研究交流を充実させ、教
育活動の活性化を図る。

＊教科でつながる「鳥取発スクラム教
育」

＊スクールプロジェクト
　（小学生との交流事業）

＊中高連携学力向上プロジェクト

２．学力向上による
　　進路の実現

○学校全体で授業の研究協議など先進的な手法の
共有の場を作る（研修や先進校視察の報告会の深
化）。
○レベルに応じた講習内容の精選。
〇模試を受けっぱなしでなく、丁寧に解説し理解
させる取組も必要。（とにかく、あきらめさせな
い指導が大切！）

○授業内容や授業展開を工夫し、生徒の
理解度を高める。

○学力不振者に対するきめ細かな指導が十分でき
ていない。
○授業公開週間中の授業実践・研究協議が教職員
のスキルアップにまだ十分とはいえない。
※「授業理解（工夫）（生徒72.3％、保護者
73.9％、教職員54.5％）」

〇生徒一人ひとりの良さを活かし、伸ばす個別指導
の徹底
〇生徒の理解度を深める授業改革の推進
〇外部人財（人材）の活用

〇教科担当を中心とした情報の共有化を促進し、随時面談
等個別指導に活かす。
〇アクティブラーニング等授業法の研修を重ね実践に活か
す。
〇外部講師等による出前授業を契機とし、学習意欲を高め
る。

○授業改革に向けた授業方法に関する校外研修会
への参加が少ない。
〇進路部と３年担任団との進路学習会により進路
指導は成果があった。
〇３年生には国数英の３教科個別面接を実施。

〇授業改革の一環としてプレゼンテーションやグ
ループ学習、実習・実験も多く導入し、一斉授業
の見直しが必要。
○外部講師を招き、模試の見方・受け方・利用方
法の解説などしてもらうことも有効。
〇テーマ設定したレポート作成など教科横断的な
取組も有効なのでは。Ｃ

○３年間を見通した指導により、日々の
学習習慣を確立させる。

○一日2時間以上の家庭学習時間をしている生徒は
全体では43．1％であった（習熟クラスでは97．
6％）。（27年11月調査）
○年間を通して実施する週明けテスト（毎週月曜
日実施）で、好成績を維持し、学習のモチベー
ションを高めた生徒も多かった。
○提出を義務づけられた課題等には取り組むが、
自ら進んで学ぶ姿勢が今後も求められる。
※「家庭学習できている（生徒60.6％、保護者
52.3％、教職員21.2％）」

○授業研究を進め、希望する進路実現に
繋がる学力を引き上げる。

○学力上位の生徒の学力を伸長させていない。○
教科指導法も工夫され、生徒も応えようとする雰
囲気ができてきた。
○校外模試に対応できる学力養成がまだ不十分で
ある。
※「希望進路の実現（支援）（生徒64.2％、保護
者84.6％、教職員60.6％）」

〇研究授業と授業研究会の充実
〇放課後講習の細分化による学力に応じた指導の徹
底
〇個別面接の重視と進路目標の早期具体化

〇授業参観週間等を契機とした各教科代表による研究授業
を実施し研究協議を深める。
〇放課後講習の細分化を具体化し、適宜受講生徒の状況を
把握し、講習内容等改善を推進する。
〇主幹教諭等を中心とした個別面接を実施し、適格な進路
指導を推進する。

〇教科代表者による授業公開を実施し、「クライ
マックスタイム」を集中して参観できる態勢づく
りを推進できた。
〇３年生８限講習ではレベルに応じた講座を開設
し学力に応じた展開を実施。
〇個人面談などをとおして随時、現在の学力確認
と弱点克服を焦点化でき、学力向上に資すること
ができた。

〇週明けテストをはじめ校外模試等を大切にする態
度の育成
〇自発的な学習活動の確立
〇学習段階や進路に応じた教科指導の徹底

〇模試対策を取り入れ、受験に対する意識を高める。
〇目的別クラス編成に応じた授業展開を推進し、ノート点
検・副教材・小テスト等を多角的に授業に取り入れ、授業
を基軸とした学習習慣を確立する。
〇１年次生では高校での基礎学力の定着、２・３年次生で
は基礎力定着を確認しながら、進路希望に応じた応用力を
つける指導を進める。

○週明けテストの結果が良いときとそうでないと
きのばらつきが目立つ。
〇習熟クラスを中心として放課後４～５時間程度
学校に残り、自主的に学習する生徒が増加。
〇模試対策を講習に組み込むなど実践してきたも
のの、中間評価時点で、特定の教科では模試結果
が思わしくない。

○ゴミの減量化や消費電力削減で大きな成果が
あった。環境委員等が活躍して他の生徒の意識が
向上した。
○ゴミの捨て方など一部で徹底できなかった場面
もあった。
※「校内美化（生徒85.9％、保護者75.9％、教職
員63.9％）」

〇健康的な生活習慣の確立
〇学校環境の整備

〇健康観察等の充実と適宜声かけ等親身な指導を推進す
る。
〇日々の清掃活動や学校周辺清掃の徹底、ゴミの分別・減
量化を引き続き推進する。（平成２５年度との比較で６％
減の実現）

○教室は良いが、トイレや廊下など公共の場の使
用のマナーが悪い。
〇ゴミの減量化は進んでいる。境港市のゴミの分
別方法に従って、プラスチックゴミや缶、ビン等
の分別をしてゴミ箱にだすよう指導している。

Ａ

○ゴミ箱の撤去（数を減らす）を進める。
〇環境を整えて学習することの大切さを引き続き
教えていく。

評価 改善方策

１．基本的生活習慣・
　　心身の健康管理の
　　確立

○挨拶の励行、服装・清掃指導等を通し
て、人間性やコミュニケーション能力を
高め、けじめある生活態度を育成する。

○自他を愛し、人権を尊重する意識を高
める。

○授業開始までの学習準備を徹底する。

○頭髪服装に関する違反者はほとんどなく、全体
的に守れている。遅刻に関しても、概ね良好だっ
た。
○より良い人間関係を築くためのソーシャルスキ
ルトレーニングを実施し効果があった。
○授業開始時に遅れて入室したり教科書等の準備
ができていない生徒がまだ見られる。
※「規律ある高校生活を送れた（生徒95.2％、保
護者77.8％、教職員96.2％）」
※「自他を大切にできた（生徒94.8％、保護者
95.9％、教職員63.9％）」

〇文化・体育活動の充実と自主活動の活性化
〇基本的生活習慣の確立
〇規則等、決まりごとの遵守と自己管理意識の向上

〇生徒の自主活動を促し、生徒活動の充実を図る。
〇服装・頭髪・挨拶等について生徒の自覚を高める。
〇交通規則（法規）遵守、携帯電話・スマホ等使用上のモ
ラルの向上を図る。
〇整理整頓、貴重品管理等、日常の生活意識の向上を図
る。
〇５分前行動の徹底と授業を大切にする態度の育成

○授業開始チャイムが鳴ってから荷物を取りに行
くなど指導の徹底が必要。
○学校行事の時など、生徒会執行部を中心に自主
的に行動することができた。
○頭髪服装の乱れはほとんどなく、基本的生活習
慣がしっかりしており、挨拶もほとんどの生徒が
できている。

○小まめに担任や教科担当が注意喚起し、必要で
あれば学年集会などを開く。
○生徒指導等で気づいたことあれば、すぐに保護
者と連携を図り指導にあたる。
〇人権教育ＬＨＲの計画等を進め、人権を軸とし
た相互尊重の学校づくりを進める。

○環境改善や校内美化に対する意識を高
める。

　　　　　　　　　　校訓　「文武両道」「質実剛健」
　・県トップレベルの実績を持つ部活動を維持育成し、学校内外に活力ある境高を発信する。
　・地域のボランティア活動に積極的に参加する。また、部活動参加をオープンにし、地域の生徒の指導にあたる。
　・生活指導と併進して教育活動をさらに活性化する。・学校生活の基盤である良好な人間関係を育成し、家庭と連携して生徒の指導にあたる。

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初 評　価　結　果（９月中間評価）　　　
評価項目 評価の具体項目 現状（２７年度の実績から） 目標（２８年度の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況

平　成  ２８  年　度　　自　己　評　価　表　　
鳥取県立境高等学校　　　　　

中長期目標
（学校ビジョン）

２１世紀に生きる社会人として、生きる力と豊かな人間性を育成する。

・多様な生徒に応じた教育課程・クラス編成等により、学力の向上と進路を実現する。
・切磋琢磨し、自己の多様な能力・適性を発見して才能の開花を図る
・地域に信頼され、地域の期待に応え、地域を支える学校づくりをすすめる。

今年度の
重点目標

１．基本的生活習慣・心身の健康管理の確立

　・挨拶の励行と掃除等の取組み指導（声かけ等）を通して、人間性やコミュニケーション能力を高め、けじめある生活態度を育成する。
　・特にＳＨＲ時の担任の話を大切にする。・様々な教育活動の中で、自他を愛し、人権を尊重する意識を高め育む。

２．学力向上による進路の実現

　・授業の大切さ（学ぶことの大切さ）と進路保障、特に授業参観等で各教科の授業研究を進める。
　・目的別クラス編成を軸にした授業内容や展開方法を工夫し、生徒が理解しやすい指導を行う。
　・明確な進路意識を持たせ、３年間を見通した指導を行う。

３．部活動などの教育活動の振興


